「ポスト日韓友情年」

「日韓交流おまつり２００６」事業概要

事業目的：

　　昨年は、日韓国交正常化４０周年を記念した「日韓友情年２００５」であり、日韓両国では、文化、学術、スポーツなど様々な分野で、７００件を超える記念事業が行われました。

　　その中でも、「日韓友情年２００５」実行委員会主催で、９月２４日に、ソウルの大学路（ﾃﾊﾝﾉ）で行われた「日韓交流おまつり」は、両国関係者の緊密な協力により大成功し、約５万の観衆を魅了しました。両国の若者が一緒になって飛び跳ね、踊るシーンは、両国民の交流が確実に広がってきていることを示すものでした。

　　我々は、「おまつり」を一度限りの事業として終わらせるのではなく、「ポスト友情年」の事業として継続することにより、市民交流、地方交流を更に深めていきたいと考えます。特に、昨年の「おまつり」には、青森県や秋田県等、数多くの地域が参加したが、本年も広く両国各地に参加を募集しています。それぞれの地域に生きる伝統と現代を通じて、両国民の相互理解を深まることを願っています。

　　また、何よりも、本「おまつり」は、両国関係者が共に企画し、準備し、作り上げていくものです。両国民が「おまつり」の成功に向け、草の根レベルでの協力を重ねていくことにより、両国市民の絆をより強固なものにしていくことが期待されます。

計画内容：

　　日韓両国で「日韓交流おまつり2006」実行委員会を立ち上げ、以下の要領で事業を開催します。

　

名 称　　：　　「日韓交流おまつり2006」
会 場　　：　　ソウル市鐘路区大学路

日 程　　： 　200６年 ９月２３日（土）・２４日（日）　

主 催　　：　 日韓交流おまつり実行委員会

後　援　　：　（日本側）在大韓民国日本国大使館、国土交通省、JNTO、ソウルジャパンクラブ

（予定）　　　（韓国側）外交通商部、文化観光部、韓国観光公社、鐘路区、大学路文化発展委員会

参加者数： （日本側） ２０団体（５００名）

(目標)　　  （韓国側） ２５団体（１０００名）

観　客　 ： 　５万人

（目標）

ｲﾍﾞﾝﾄ構成  ：  (1)ステージ ： 大学路・特設ステージ、マロニエ公園内サブステージ

             (2)パレード ： 大学路４車線利用

            　 (3)自治体出展ﾌﾞｰｽ ： マロニエ公園

期待される効果：

 　本「おまつり」を通じて、草の根交流及び地域間交流が促進されることを期待しています。両国民がそれぞれの様々な文化に触れることにより、幅広い相互理解が増進され、強固な日韓関係の構築に繋がることが期待されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


